
亜鉛の分布について 資料　５

（出典）　日本の地球化学図　：　産業技術総合研究所地質調査総合センター、2004

１．亜鉛の地球化学図

概要
　試料：河川堆積物
　採取密度：１試料／10×10km
　試料採取点に関する流域解析を行い地理情報システムを用いて元素濃
度分布を推定している。

※地球化学図を使用するにあたっての注意点（日本の地球化学図より）
１．試料採取密度が10×10kmに１試料である。
２．大都市の市街地では試料採取を避けている。
３．値の変動は通常１／２～２倍程度場合によってはさらに大きい。
４．最大値と最小値の表示は補完しているため実際の値とは異なっている。

ICP質量分析法
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（出典）　日本の地球化学図　：　産業技術総合研究所地質調査総合センター、2004

（参考）　0.1N塩酸浸出法による亜鉛の地球化学図

全量分析ではなく、希酸(0.1N）に可溶な元素濃度として、別途分析
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